
人間と人工知能（AI）がともに進化する教育を実現する

には，それぞれを個別に探究するだけでなく，両者の関係を

考えるという心理学，人工知能学，教育学などの研究が重

要である。さらに，未来を生きる学習者がAIを能動的・協調

的に活用するために，21世紀型スキルを育成する教育が鍵

であると考える。

2 1 世 紀 型スキルは，国 際プロジェクトAT C 2 1 S

（Assessment & Teaching of 21st Century Skills）

が提唱したスキルで，4つのC（Cri t ica l th ink ing，

Communication, Collaboration, Creativity）が強調さ

れている。これら4つのスキルを，大学においてAIを活用し

て，いかに育成できるかについてここでは考えたい。

第1に，批判的思考力（Critical thinking）の育成には，

批判的思考のプロセスである[情報の明確化]，[推論の土

台の検討]，[推論]，[意思決定]などについて，AIを活用して

教育することが考えられる。具体的には，AIによって，あるト

ピック（例:少子高齢化への対策）に関するインターネット上

の膨大な情報を，賛否や選択肢，それらを支持する証拠に

基づいて明確化する。ここでは，論証マップ作成ツールを

使って，議論を明確化する。さらに，情報の信頼性評価シス

テムを使って，推論の土台となる情報信頼性をチェックした

うえで，複数の選択肢を導出する。ここで大切なことは，学

習者が，AIによる出力を自身の思考と照らし合わせて吟味し

て，価値判断や意思決定することである。人間の思考には，

誤りや偏りなどの限界があることは心理学で明らかにされ

ている。しかし，AIにも同様の限界があり，また，常にAIを利

用できるわけではない。したがって，学習者がAIの支援がな

くても批判的思考を実行できるようなスキルを身につける

ことが目標となる。また，AIの活用をめぐる倫理的な問題

は，批判的思考教育で取り上げるべき重要な課題である。

第2は，アカデミックな外国語コミュニケーション

（Communication）能力の育成である。たとえば，（a）ライ

ティングについては，前述の論証マップに基づいて論文を作

成し，構造と文法の評価のフィードバックをAIから得て，修

正を重ねる。そのプロセスで，自らの弱点を知り，スキルを向

上させることができる。（b）スピーキングについては，対話ロ

ボットや仮想空間上のアバターを相手に，恥ずかしがること

なく話しかけたり，聞き取る練習をして，フィードバックをう

けながら，能力を向上させる教育プログラムが考えられる。

第 3は，人 同 士 が 協 働し，さらに，人とA I が 協 働

（Collaboration）するためのスキルの育成である。たとえ

ば，他国の人と討論やプロジェクトベース学習を行うことを

支援するバーチャルな協調的遠隔学習環境が考えられる。

ここでは，文化や価値観の異なる他者とともに，世界共通の

問題解決に取り組む。たとえば，チャットなどのテキストベー

スのコミュニケーションツールを用いたり，先に述べた論証

やライティング支援ツールを用いて，外国語による対話をサ

ポートすることが考えられる。さらに，議論の経過をテキスト

において振り返ることで，討論スキルを高めることができる。

第4は，最も難しい創造的能力（Creativity）の育成であ

る。創造的能力の教育やAIによる支援には限界がある。し

かし，創造には，過去の知識の探索と変換，そこからの生成

のプロセスがある。そうしたプロセスを促進するために，AI

の利活用が考えられる。たとえば，先に述べた情報の信頼

性評価システムを活用することで，インターネット上の広範

な集合知や先行文献・資料，データを探索し，論証支援シ

ステムによって，知識を結合・変換する。そして，ゼミや研究

室では，学生と教員が，AIによる出力をたたき台にして，相

互作用し，知識を創造することが考えられる。

今後の大学教育においては，これらの21世紀型スキル

を，AIを活用した学習環境を通して学習者が獲得すること

を支援すること，そして，よりよい世界を築くために，市民，

専門家，イノベーターなどを育成することが大切であると考

える。
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16年間暮らしたアメリカを離れ、日本に帰国して3年
半になる。帰国してからの1年は新しい生活に馴染めず、
毎日夜になるとメソメソ泣いていた。30代半ばの大人
が、である。

アメリカに飛び出した大学生の私には、怖いものなど
何もなかった。カルチャー・ショックを経験した覚えもな
い。学生として20代をフロリダ州タンパ、ニューヨーク州
オルバニー、そしてテキサス州アーリントンで過ごし、30
歳で大学院を修了。その後、ペンシルバニア州フィラデル
フィア郊外にある私立大学の教員になった。外国人、移
民として生きるのには、それなりの苦労がある。理不尽な
ことも日常茶飯事だったが、どんなことも人生経験だと
前向きに歩んできたつもりだ。

それなのに、「祖国に戻る」、そんな単純そうなことが、
なぜこんなにも難しいのか。

これまで慣れ親しんだ祖国から移住先社会への移動
には、心理社会的な混乱を伴うとされる。国際的に移動
する人々は、祖国の客観的な見つめ直しと移住先社会
への適応を経験することになる。そのような過程を経て、
移住先社会が新たな「ホーム」に変容していくようであ

る。いずれ祖国（ホー
ム）に帰る心構えを
しながら海外生活を
している長期滞在者
とは違い、移民は祖
国と移住先社会の２
つのホームの間で揺
れ動く。それゆえに、移住先社会に腰を据えて生活して
いる移民が祖国に帰国する時には、社会復帰がより難し
くなるのであろう。

帰国したばかりの頃は、アメリカというホームを手放
すことに対する不安や、自分の中にあるノスタルジックな
日本と現実との齟齬に対して苛立ちを感じていた。今で
は日本の生活にも慣れ、居心地のよいものとなった。3年
半という時間を経てようやく、アメリカでの日々が、心の
拠り所としてのホームに変わりつつある。

写真は、テキサス、ペンシルバニア、そして日本へと移住
を共にしてきた私の愛犬である。それぞれの場所にすん
なりと適応し、それなりに楽しそうにしている。そんな姿を
見ていると、私ももう少し柔軟な心を持ちたいと思う。

大学院で臨床心理学を専攻していると言うと、「いつ

から／どうしてそういうことに興味が湧いたの？」とよく

尋ねられる。今思えば、高校生のわたしがこころの問題

に興味を持った背景には、成果主義的な社会に対する

反発心と、皆が“普通”に出来ていることについていけな

いしんどさがあったように思う。端的に言うと勉強が全

然出来なかったのだ（今でも試験は大嫌いだ）。

学部生の頃は、様々な縛りから解放された喜びから

大いに遊び、あちらこちらで様々な人と関わりながら、

講義や実習を通じて心理学の基礎を学んだ。大学院へ

の進学は高校時代から心に決めていたので、修士課程

に進んだときはようやくここまで来たと身が引き締まる

思いだった。実際、大学院ではより専門的な内容の授

業・実習・演習に取り組むようになり、心理臨床の実践

的な活動に携わる機会も時間も一気に増えた。中でも

実践の場では、生身のひとを前にひとりの人間として対

峙することの責任の重さを痛感しながら、どんな本より

多くのことを日々学んでいる。苦しいこともあるけれど、

援助者であるはずの私の方が力を貰っていることも稀

でなく、時に涙が出そうなほど心を揺さぶられることも

ある。今年はこうした様々な体験から学んだことをなん

とか言語化し形にしようと考えたが、言うは易く行うは

難しとはこのこと、大嫌いな試験勉強と並行して研究

をまとめるのは至難の業だった。やっとの思いで参加し

た学会では多くの出会いと発見に恵まれたが、同時に

今後の課題も見えてきた。修論を提出したらようやく

ほっと一息つけると思っていたけれど、まだまだ道半ば

のようだ。

思い返せば、大学院進学以降は毎年「ようやくここが

スタート地点だ」と思っている気がする。現段階では心

理職の資格も未取得であり、実際はまだスタート地点

に立ってすらいないのかもしれない。これからも初心を

忘れず、臨床実践と研究活動を両立出来るよう日々努

力していきたい。
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